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みんなとつながる。こうほうごじょう。

表紙写真： 南阿田に戦前から伝わる伝統行事、源龍寺の流し雛。願いを込めたひなを清流に流しました。写真：南阿田吉野川河川敷（4月 5 日撮影）
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五
條
市
の
新
し
尿
処
理
施
設
「
五
條

市
ク
リ
ー
ン
・
オ
ア
シ
ス
が
完
成
。
関

係
者
が
参
加
し
て
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
旧
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
二
見
５
丁

目
）
の
老
朽
化
に
よ
り
建
て
替
え
が
進

め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
旧
施
設
の
南

3/13

３/30側
に
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
脱
臭
や
放

流
水
の
水
質
保
全

な
ど
、
優
れ
た
性

能
を
持
つ
最
新
の

施
設
で
す
。

3/31
　

紀
伊
半
島
大
水
害
の
仮
設
住
宅
入

居
者
を
長
期
に
わ
た
り
支
え
て
き
た

西
村
保
廣
さ
ん
（
須
恵
）
と
、
菊
田

仁
郎
さ
ん
、敬
子
さ
ん
夫
妻
（
下
市
町
）

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

西
村
さ
ん
は
、
経
営
す
る
銭
湯
「
栄

湯
」
を
被
災
者
に
無
料
で
解
放
。
フ

ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
菊
田
さ
ん
夫

妻
は
花
飾
り
を
被
災
者
に
贈
り
続
け

ま
し
た
。
太
田
市
長
は
「
心
温
ま
る

ご
支
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

五
條
市
ク
リ
ー
ン
・

　
　

オ
ア
シ
ス
竣
工

環
境
に
優
し
い
最
新
の
施
設

前
列
左
か
ら
菊
田
仁
郎
さ
ん
、敬
子
さ
ん
、西
村
保
廣
さ
ん
。

　

五
條
西
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

が
東
京
都
港
区
で
開
催
さ
れ
た
全
国

中
学
校
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
。

同
ク
ラ
ブ
が
製
作
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
奈
良
の
妖
怪
辞
典
」
が
金
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
行

わ
れ
た
報
告
会
で
は
「
発
想
も
テ
ー

マ
も
素
晴
ら
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
っ
て
」
と
堀
内
教
育
長
か
ら
激

励
さ
れ
ま
し
た
。

五
條
西
中
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

全
国
中
学
高
校
W
e
b
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　

金
賞
受
賞

西
村
さ
ん
、

菊
田
さ
ん
に
感
謝
状

紀
伊
半
島
大
水
害
の

被
災
者
を
サ
ポ
ー
ト

後
列
左
か
ら
堀
内
教
育
長
、近
井
部
長
、東
林
先
生
、喜
多
校
長
、

前
列
左
か
ら
花
房
さ
ん
、藤
田
さ
ん
、窪
田
さ
ん
。

3/13　

障
害
者
支
援
施
設
つ
わ
ぶ
き
苑

（
森
本
博
子
施
設
長
）
か
ら
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
使
っ
て

五
條
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
描
い
た
パ
ネ
ル
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
入
所
者
の
皆

さ
ん
が
作
成
し
た
も
の
で
、
現
在
、

市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル
に
展
示
し
て

い
ま
す
。

つ
わ
ぶ
き
苑
か
ら

ゴ
ー
カ
ス
タ
ー
の

　
　

作
品
が
寄
贈

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
で
作
ら
れ
た
パ
ネ
ル
。

2/26　

市
内
や
近
隣
の
企
業
を
紹
介
し
て

地
元
で
の
就
職
を
支
援
す
る
「
五
條

市
就
職
応
援
フ
ェ
ア
」
を
中
央
公
民

館
で
開
催
。
面
接
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

就
職
活
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
セ

ミ
ナ
ー
や
、
市
内
や
近
隣
の
企
業
11

社
に
よ
る
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
企
業
の
人
事
担
当
者
と

交
流
を
深
め
、「
色
々
な
企
業
の
方

と
会
う
こ
と
が
で
き
る
よ
い
機
会
だ

っ
た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
元
で
の
就
職
を
応
援
し
ま
す
。

五
條
市
就
職

応
援
フ
ェ
ア
を
開
催

地
元
で
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト

最新の設備を備えた「五條市クリーン・オアシス」。

Gojo Photo News

ごじょうフォトニュース

2ごじょうフォトニュース



　

こ
の
た
び
帝
塚
山
大
学
の
河
合
洋

見
教
授
を
、
ま
ち
の
魅
力
を
広
く
発

信
す
る「
五
條
市
観
光
大
使
」に
委
嘱
。

市
役
所
で
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

河
合
教
授
は
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
で
昨
年
開

催
し
た
市
・
大
学
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
、

フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

を
手
が
け
、
大
学
生
の
体
験
学
習
を

五
條
市
で
実
施
す
る
な
ど
、
市
の
魅

力
発
信
や
人
の
交
流
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
後
、
映
画
監
督
の
河
瀨

直
美
さ
ん
に
続
き
２
人
目
の
観
光
大

使
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
づ
み
台
に

消
防
屯
所
が
完
成

地
域
の
防
災
力
向
上

3/29

帝塚山大、河合教授に委嘱状が手渡されました。

五
條
市
観
光
大
使
に

帝
塚
山
大
学
・
河
合
洋
見
教
授

3/19

　

あ
づ
み
台
に
五
條
市
消
防
団
第
１

方
面
隊
２
２―

２
の
消
防
屯
所
が
完

成
し
ま
し
た
。
同
方
面
隊
は
平
成
25

年
３
月
か
ら
あ
づ
み
台
地
区
お
よ
び

な
つ
み
台
地
区
を
管
轄
し
て
お
り
、

屯
所
は
そ
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。

地
域
を
守
る
消
防
団
を
激
励
す
る
太
田
市
長
。

地
域
の
防
火
・
防
災
拠
点
が
完
成
。

　

火
災
が
発
生
し
、
多
数
の
け
が
人

が
病
院
内
に
い
る
想
定
で
、
五
條
消

防
署
と
大
淀
消
防
署
、
御
所
消
防
署

な
ど
近
隣
消
防
署
が
協
力
し
て
消
火
、

救
出
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
五
條

病
院
の
医
師
や
看
護
師
、
看
護
学
生

ら
も
避
難
誘
導
や
応
急
処
置
に
参
加

し
て
、
災
害
時
の
対
応
を
確
認
し
ま

し
た
。
五
條
消
防
署
は
今
後
も
関
係

団
体
と
連
携
し
て
防
火
・
防
災
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

病
院
と
連
携
し
た
避
難
訓
練
。

五
條
病
院
で

　

総
合
消
防
訓
練

春
季
火
災
予
防
運
動

3/5

はしご車で屋上の避難者を救出。

　

五
條
市
は
、
奈
良
県
理
容
生
活
衛

生
同
業
組
合
五
條
支
部 

（
横
田 

浩
伸 

支
部
長
）
と
「
災
害
時
に
お
け
る
理

容
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
提
供
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協

定
は
、
災
害
発
生
時
に
市
の
要
請
に

応
じ
て
、
同
組
合
が
被
災
者
に
理
容

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
も
の
で
、
避
難
所

の
衛
生
確
保
や
被
災
者
の
心
を
安
ら

げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
市
で
は

今
後
も
各
種
団
体
と
協
力
し
な
が
ら

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　

と
応
援
協
定
を
締
結

災
害
時
に
理
容
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

3/23
災
害
時
の
衛
生
確
保
の
た
め
、理
容
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

3/7,8,14,15　

賀
名
生
皇
居
跡
堀
家
住
宅
（
国
指

定
重
要
文
化
財
）
で
交
流
市
が
開
催

さ
れ
、
手
作
り
雑
貨
な
ど
の
展
示
・

販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は

伝
統
あ
る
堀
家
住
宅
の
た
た
ず
ま
い

を
感
じ
な
が
ら
商
品
に
ふ
れ
、
出
品

者
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
主

催
し
た
堀
昭
子
さ
ん
は
「
重
要
文
化

財
の
建
物
を
交
流
の
場
と
し
て
活
用

で
き
た
こ
と
は
と
て
も
有
意
義
。
来

年
も
続
け
て
い
き
た
い
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

国
指
定
重
要
文
化
財
堀
家
住
宅
で

手
作
り
品
の
展
示
、
販
売

　

交
流
市
開
催

来
場
者
は
、出
品
者
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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新婚世帯の住宅取得に補助金を交付します
新婚生活のスタートは五條市で新婚生活のスタートは五條市で！

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

婚
姻
の
届
け
出
が
平
成
24
年
３
月

18
日
以
降
の
夫
婦
が
市
内
で
家
を

建
て
た
り
、
購
入
し
た
り
す
る
と

き
、
そ
の
経
費
の
一
部
を「
五
條

市
新
婚
世
帯
住
宅
取
得
補
助
金
」

で
支
援
し
ま
す
。

■
補
助
の
対
象

　

婚
姻
の
届
け
出
が
平
成
24
年
３

月
18
日
以
降
の
夫
婦
が
、
市
内

で
建
築
、
購
入
（
条
件
に
よ
り

増
築
な
ど
）
し
、
次
の
期
間
内

に
取
得
（
登
記
等
で
確
認
）
を

し
た
住
宅
が
対
象
で
す
。

　

平
成
27
年
３
月
18
日（
水
）〜

　

平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）

■
補
助
金
の
額

　

住
宅
等
の
取
得
金
額
の
10
％

（
上
限
50
万
円
）

※

１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
。

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
受
付

　

５
月
１
日
（
金
）
か
ら

■
そ
の
他　

詳
し
く
は
本
庁
企
画

政
策
課
、
支
所
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
応
募
の
手

引
き
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

企
画
政
策
課

　

本
庁
（
内
線
２
０
６
）

五條市
新婚世

帯

住宅取
得補助

金って
？ 新婚夫

婦が市
内で

家を建
てたり

すると
き

その経
費の一

部が

補助さ
れるん

だって
。

10
月
か
ら

一
人
ひ
と
り
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）が
通
知
さ
れ
ま
す

何
の
た
め
に
導
入
さ
れ
る
の
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
住
民

票
を
持
つ
す
べ
て
の
人
に
一

人
一
つ
の
番
号
（
12
桁
）
を

付
し
て
、
社
会
保
障
、
税
、

災
害
対
策
の
分
野
で
効
率
的

に
情
報
を
管
理
。
複
数
の
機

関
に
存
在
す
る
個
人
の
情
報

が
同
一
の
情
報
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
に
活
用
さ

れ
ま
す
。
主
な
効
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

行政の効率化
手続が正確で早くなる

国民の利便性の向上
手続が簡単に

公平公正な社会の実現
給付金など不正受給の防止

行政機関が国民の所得状況な
どを把握しやすくなり、不正
受給を防止できます。

各種申請時に必要な証明書
などの書類の添付を省略で
きるようになります。

行政機関・地方公共団体で
の作業の無駄が削減され、
手続がスムーズになります。

■問合先　▼コールセンター  ☎0570・20・0178
　　　　　▼地域政策課　本庁（内線２３３） マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

婚姻の届け出が
H24 年３月 18日
以降の夫婦が対象です 新婚生活のスタートは五條市で！

地
方
創
生

元
気
な

ま
ち
づ
く
り

4くらしのメモ



Ｊ
タ
ー
ン

地
方
か
ら
都
市
へ
移
住
し
た

あ
と
、
地
方
近
く
に
移
住

新婚生活のスタートは五條市で！

五條市UIJ ターン住宅取得補助金

Ｕ
タ
ー
ン

地
方
か
ら
都
市
へ
移
住
し
た

あ
と
、
再
び
地
方
へ
移
住

Ｉ
タ
ー
ン

都
市
か
ら
地
方
へ
移
住

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

市
外
か
ら
転
入
し
て
住
宅
を
建
て

た
り
、
購
入
し
た
り
す
る
と
き
、

経
費
の
一
部
を
「
五
條
市
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
住
宅
取
得
補
助
金
」
で
支

援
し
ま
す
。

■
補
助
の
対
象

　

市
外
か
ら
転
入
し
た
人
が
五
條

市
内
で
建
築
、
購
入
（
条
件
に

よ
り
増
築
・
改
修
な
ど
）
し
て

次
の
期
間
内
に
取
得
（
登
記
等

で
確
認
）
し
た
住
宅
が
対
象
で

す
。

　

平
成
27
年
３
月
18
日（
水
）〜

　

平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）

■
補
助
金
の
額

　

住
宅
等
の
取
得
金
額
の
10
％ 

  

（
上
限
１
０
０
万
円
）

※

１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
。

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
受
付

　

５
月
１
日
（
金
）
か
ら

■
そ
の
他　

詳
し
く
は
本
庁
企
画

政
策
課
、
支
所
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
応
募
の
手

引
き
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

企
画
政
策
課

　

本
庁
（
内
線
２
０
６
）

五條市に転入する人
に、住宅新築・購入の
補助金を交付します

※

新
婚
世
帯
、Ｕ
Ｉ
Ｊ
の
い
ず
れ
の
補
助
金
も
該
当
す
れ
ば
、１
２
５
万
円（
限
度
額
）の
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

五
條
市
が
元
気
に
な
る

企
画
・
事
業
等
を
募
集
し
ま
す

五
條
市
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

　

自
由
な
発
想
と
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
喜
ん
で
も
ら
え
る
事
業
を
実
施
す
る
団
体
に
「
五

條
市
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
を
交
付
し
て
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

　

本
年
度
に
実
施
す
る

次
の
よ
う
な
事
業
で
す
。

▼
地
域
を
元
気
に
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

▼
人
や
物
の
交
流
の
活

性
化
に
資
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
開
催

▼
市
ま
た
は
地
域
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
資

す
る
施
設
・
設
備
の

整
備

▼
そ
の
他
市
長
が
特
に

効
果
が
あ
る
と
認
め

た
事
業

対
象
と
な
る
事
業

■
申
込
・
問
合
先

　

企
画
政
策
課

　

本
庁
（
内
線
２
０
６
）

■
対
象
と
な
る
団
体

　

市
内
の
地
域
自
治
組
織
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
の
団
体

■
交
付
金
の
額

　

対
象
経
費
の
３
／
４
以
内

  

（
上
限
30
万
円
）

　

お
お
む
ね
６
事
業
を
予
定

■
申
込
締
切

　

５
月
20
日
（
水
）

■
そ
の
他　

詳
し
く
は
本
庁

企
画
政
策
課
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

「
応
募
の
手
引
き
」
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

地
方
創
生元気

な

まち
づく
り
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子育て世帯臨時特例給付金・臨時福祉給付金
　

平
成
27
年
１
月
１
日
に
住
民
票
の
あ

る
市
町
村
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
対
象
者　

今
年
度
市
町
村
民
税

（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
。

※

市
町
村
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ

れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
等
や
生
活

保
護
の
被
保
護
者
等
を
除
く
。

■
支
給
額　

対
象
者
一
人
に
６
千
円

■
問
合
先　

社
会
福
祉
課

　

本
庁
（
内
線
２
７
５
）

※

具
体
的
な
申
請
方
法
や
申
請
時
期
な
ど
は

決
ま
り
し
だ
い
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

1 万
円
で

25
00
円

お
得
!!

五條市ゴーカスタープレミアム商品券販売

5/255/25（月） 月）  申込受付開始申込受付開始5/25（月）  申込受付開始

　五條市と五條市商工会が、魅力あるまちづくりと地域の活性化のため、次のとおりゴーカスタープレミア

ム商品券を販売します。市内の登録店舗で使えるお得な商品券をこの機会に利用してください。

１万円で

１万2,500円分の商品券 が購入できます
共通券1000円券×11枚 、専用券 500円券×3枚

すべての登録店舗で利用可能 専用の登録店舗で利用可能。
※登録店舗は後日ホームページやチラシでお知らせします

◎申込方法　次の期間内に、往復はがきで
申し込んでください。

■受付期間　５月25日(月)～６月23日(火)

■申込方法　郵便往復ハガキに

　①希望冊数  ②郵便番号  ③住所  ④氏名 

　⑤日中連絡がつく電話番号  ⑥引換店舗（イ
オン五條店またはＡコープハートフル五條）

　を記入して申し込んでください。
※申込多数の場合は抽選し、６月末（補欠候補と
なった場合は７月末）に結果を郵送します。

※当選した場合は７月10日(金)から16日(木)まで
に、イオン五條店またはＡコープハートフル五
條で受け取ってください。

商品券有効期間　7月10日(金)～12月31日(木)　購入限度　1人１０冊（１０万円）まで

往信（表面） 返信（裏面）

五
條
市
本
町
３
丁
目 

１
の
１
３

 

五
條
市
商
工
会

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
係 

宛

637-0041

※この面には何も
書かないでくだ
さい。

往信（裏面）

返信
（表面）

郵便番号
あ
な
た
の
住
所

 

あ
な
た
の
氏
名

①希望冊数
　（10 冊以内）
②郵便番号
③あなたの住所
④あなたの氏名
⑤日中連絡がつく
電話番号
⑥引換希望店名

※1人１通に限ります。
※記載漏れ、誤記は無
効となります。

■申込・問合先　五條市商工会事務局（〒637-0041 本町3-1-13）　☎２３・２１１６

11000 円分 1500 円分

市内登録店舗で使えるお得な商品券

　

平
成
27
年
５
月
31
日
に
住
民
票
の
あ

る
市
町
村
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
対
象
者　

平
成
27
年
６
月
分
の

児
童
手
当（
特
例
給
付
を
除
く
）の
受

給
者
等
。

■
支
給
額　

対
象
児
童
一
人
に
３
千
円

■
申
請
時
期　

６
月
１
日（
月
）〜
９
月

30
日（
水
）（
予
定
）

■
申
請
方
法　

５
月
末
に
児
童
手
当
等

の
現
況
届
の
案
内
と
一
緒
に
配
布
す

る
申
請
書
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

※

公
務
員
は
所
属
庁
か
ら
申
請
書
が
配

布
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
先　

児
童
福
祉
課

　

本
庁（
内
線
３
４
９
）

子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金

今
年
度
も
支
給
さ
れ
ま
す

地
方
創
生元気

な

まち
づく
り

6くらしのメモ



空き家活用に補助金

5/25（月）  申込受付開始

空き家を
有効活用

有効活用する団体に

補助金を交付します

■申込・問合先  まちづくり推進課
　　　　  　　　本庁（内線 415）

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
内
に
あ
る
空
き
家
の
利
活
用
事

業
を
行
う
団
体
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
金
の
額　

上
限
50
万
円

■
対
象
団
体　

次
の
す
べ
て
を
満

た
す
団
体
で
す
。

▼
市
内
に
事
業
の
本
拠
を
置
い
て

い
る
。

▼
５
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体
。

▼
N
P
O
法
人
や
地
域
の
自
治
組

織
等
、
非
営
利
の
団
体
。

▼
事
業
計
画
、
事
業
報
告
、
予
算
、

決
算
を
書
類
に
よ
り
示
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。

■
申
込
締
切　

５
月
25
日
（
月
）

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

①対象団体がU I J ターン※1 者のために

市内の空き家の紹介を図る事業

②対象団体が実施する市内の空き家の利

活用の推進に役立つ事業

③市長が効果があると認めた事業

補助の対象となる事業

※

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン…

都
市
圏
の
居
住
者
が
地
方

に
移
住
す
る
動
き
の
総
称
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
と
お
し
て

五
條
の
魅
力
を
日
本
中
に
！

特
産
品
＆

サ
ー
ビ
ス
を
募
集

　

自
分
の
応
援
す
る
自
治
体
に
寄
附
を
す

る
こ
と
で
、
寄
付
額
の
う
ち
２
０
０
０
円

を
超
え
る
部
分
が
所
得
税
・
個
人
住
民
税

か
ら
控
除
さ
れ
る
制
度
「
ふ
る
さ
と
納
税
」。

寄
付
の
お
礼
品
と
し
て
地
域
の
特
産
品
が

贈
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に

話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

五
條
市
で
は
、
地
元
の
特
産
品
や
体
験

ツ
ア
ー
な
ど
を
お
礼
品
と
し
て
、
ま
ち
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
、
特
産
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

寄
付
者
へ

の
お
礼
品

■
対
象
事
業
者　

市
内
に
事
業
所
が
あ
る

法
人
ま
た
は
個
人

■
特
産
品
等
の
額

　

５
千
円
相
当
ま
た
は
１
万
円
相
当

■
募
集
期
間　

５
月
29
日
（
金
）
ま
で

■
提
供
開
始　

７
月
１
日
（
予
定
）

■
申
込
方
法　

企
画
政
策
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

たとえば…

五條でとれた農産物・畜産物・水産物等やその加工品
五條の伝統的な工芸品やお土産品
五條市内で楽しめる体験（食事、温泉、ツアーなど）

ふるさと納税

■申込・問合先　企画政策課　本庁（内線 206）

地
方
創
生

元気な
まちづくり

地
方
創
生元気

な

まち
づく
り
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カルムのひろば

２
人
に
１
人
は
が
ん
に
な
る…

早
期
発
見
す
れ
ば
治
る
率
も
高
い…

が
ん
検
診
を

受
診
し
よ
う
！

カルム五條のがん検診
 胃がん検診 子宮がん検診 乳がん検診 

対象者 
市内に在住する４０歳以上
の人

市内に在住する20歳以上の女性
 

市内に在住する40歳以上の女性

 

受診できない人 

胃の病気で治療中の人、胃の

手術をした人、６か月以内に

胃の検診を受けた人、妊娠中

の人 

昨年度、同検診を受診した人 

 

医療 

機関 

大川橋診療所、鎌田医院賀名

生診療所、後藤医院、辻田

クリニック 

県立五條病院、後藤医院、鎌田医

院田園診療所、橋本市民病院、奥

村レディースクリニック、いこま

レディースクリニック 

杉崎医院、県立五條病院、町立

大淀病院、済生会御所病院、橋

本市民病院、紀和クリニック、

鎌田医院田園診療所 

検査 

内容 

バリウムによる胃部エック

ス線撮影検査 

子宮頸部がん検診 

（医師が必要と判断した場合は

体部がん検診も実施） 

マンモグラフィ検査 

４０歳～４９歳：２方向撮影 

５０歳以上：１方向撮影（希望

者は 2方向撮影も可能） 

 医療機関
で受ける
検診

 

費用 3000 円 

子宮頸部がん検診 2000 円 

頸部がん・体部がん検診 3500

円 

2 方向撮影 2300 円  

1 方向撮影 2000 円 

医療 

機関 
1000 円 1000 円 

マンモグラフィ検査 

2 方向撮影 1300 円 

１方向撮影 1000 円集団検診 

 
その

他 

6、7、11、12 月に実施予定。

広報五條 6、10 月号でお知

らせします。 

7 月以降に実施予定。広報五條 6

月号でお知らせします。 

7月以降に実施予定。広報五條7

月号でお知らせします。 

豊胸手術を受けた人、授乳中
または妊娠の可能性がある人、
心臓ペースメーカをつけてい
る人、生理前後で乳房に痛み
が強い人、昨年度、同検診を
受診した人

※70歳以上の人、無料クーポン券のある人は無料です。

「
元
気
だ
し
、大
丈
夫
」

 「
忙
し
い
し
、健
康
の
こ
と
な
ん
て
」

・・・
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
が
ん
」の
初
期
に
は
、自
分
で
気
づ
く
よ
う
な
症
状

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、気
づ
い
た
と
き
に
は
進
行
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

そ
こ
で
、大
事
に
な
る
の
が「
が
ん
検
診
」で
す
。

 

検
診
で
見
つ
け
ら
れ
る
が
ん
の
７
割
は
早
期
が
ん
で

す
。早
期
が
ん
は
、進
行
し
た
場
合
と
比
較
し
て
治
療

の
効
果
が
大
き
く
、治
る
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

■申込・問合先　保健福祉センター　本庁（内線２９０）
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カルムのひろば

　

近
代
看
護
を
築
い
た
フ
ロ
ー

レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の

誕
生
日
に
ち
な
み
、
５
月
12
日

は
「
看
護
の
日
」
。
そ
の
日
を

含
む
１
週
間
は
「
看
護
週
間
」

で
す
。
こ
れ
ら
は
看
護
の
心
、

助
け
合
い
の
心
を
育
て
よ
う
と

旧
厚
生
省
に
よ
り
制
定
さ
れ
た

も
の
で
、
「
看
護
の
心
を
み
ん

な
の
心
に
」
を
テ
ー
マ
に
全
国

で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

県
立
五
條
病
院
で
は
阿
田
峯

公
園
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
（
球
技

大
会
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
場
）

で
「
看
護
の
日
フ
ェ
ス
タ
」
を

開
催
し
ま
す
。
先
着
順
に
粗
品

も
準
備
し
て
い
ま
す
。
是
非
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

切り取って保管しましょう

５月・6月 休日の救急診療・在宅当番医

■問合先　保健福祉センター　本庁 ( 内線２９０)

県立五條病院　☎２２・１１１２

五條病院からのお知らせ「看護の心をみんなの心に」　5月12日は「看護の日」

※保険証を持参してください。
※担当医の専門性や患者さんの症状
により、二次救急医療機関の診療
をお勧めする場合があります。受
診前に電話で確認してください。
※来院時は感染症予防のためマスク
の着用をお願いします。

５月３日（日） ４日（月） ５日（火） ６日（水） 

中之町１７７１－３３ 

杉﨑医院 
☎２４・０００３ 

五條３丁目２－２０ 

中西クリニック 
☎２５・２７６０ 

今井２丁目２－１２ 

岩井内科 
☎２６・１２１２ 

須恵2丁目１－２５ 

山田医院 
☎２２・２０３９ 

１０日（日） １７日（日） ２４日（日） ３１日（日） 

岡口１丁目２－２２ 

右馬医院 
☎２２・２２８１ 

須恵2丁目１－２５ 

山田医院 
☎２２・２０３９ 

野原西４丁目９－２５ 

中谷内科医院 
☎２２・３６８３ 

窪町１２６－１ 

前防医院 
☎２２・２０７２ 

高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

肺
炎
の
予
防
、
重
症
化
防
止
な
ど

の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
希
望
す

る
場
合
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
（
①
ま
た
は
②
）

①
節
目
年
齢
の
人
（
経
過
措
置
）

65
歳　

昭
和
25
年
４
月
２
日
〜

　
　
　
　

 　

26
年
４
月
１
日
生

70
歳　

昭
和
20
年
４
月
２
日
〜

　
　
　

 　
　

21
年
４
月
１
日
生

75
歳　

昭
和
15
年
４
月
２
日
〜

　
　
　

 　
　

16
年
４
月
１
日
生

80
歳　

昭
和
10
年
４
月
２
日
〜

　
　
　

 　
　

11
年
４
月
１
日
生

85
歳　

昭
和
５
年
４
月
２
日
〜

　
　
　

 　
　

６
年
４
月
１
日
生

90
歳　

大
正
14
年
４
月
２
日
〜

　
　
　

 　
　

15
年
４
月
１
日
生

95
歳　

大
正
９
年
４
月
２
日
〜

　
　
　

 　
　

10
年
４
月
１
日
生

100
歳　

大
正
４
年
４
月
２
日
〜

　
　
　

 　
　

５
年
４
月
１
日

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
、
H
I
V
に
よ
る
免

疫
機
能
に
障
害
が
あ
る
人
。

※

副
反
応
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
自
己
負
担
金　

２
５
０
０
円

　
（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

■
接
種
期
間　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

■
申
込
・
問
合
先　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

本
庁
（
内
線
２
８
９
）

　

五
條
中
央
公
園
か
ら
新
町
ま
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

５
月
16
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
11
時
頃

■
集
合
場
所　

五
條
中
央
公
園

※

雨
天
の
場
合
は
カ
ル
ム
五
條
で

開
催
し
ま
す
。

■
内
容　

五
條
中
央
公
園
か
ら
新

町
の
往
復
（
約
４
〜
５
㎞
）

■
指
導
者

　

五
條
市
運
動
普
及
推
進
員

■
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

※

雨
天
の
場
合
上
履
き

■
申
込
締
切　

５
月
14
日
（
木
）

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

本
庁
（
内
線
２
９
０
）

６月７日（日） １４日（日） ２１日（日） ２８日（日） 

五條３丁目２－２０ 
中西クリニック 
☎２５・２７６０ 

新町２丁目３－８ 
槇野医院 

☎２２・２００４ 

今井４丁目１－１６ 
ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ 
☎２５・５５２５ 

二見４丁目２－４ 
寒川医院 

☎２２・２１２０ 

み
ん
な
で
、

歩
き
ま
せ
ん
か
！

HIV 検査普及週間

６月１日（月） 午後5時～７時

内吉野保健所

夜間検査を実施します

検査は無料。匿名可。予約し
てお越しください。
■申込・問合先
 内吉野保健所 ☎２２・３０５１

「看護の日フェスタ」ブース
▼日時　５月１７日（日）

　　　　午前１０時～午後３時

▼場所　阿田峯公園多目的グラウンド

▼内容　体脂肪測定、血圧測定、ロコモ予防体操、

ＡＥＤを使用した救命処置の講習等

午前９時～午後４時　急病患者の応急処置

応急を要する
軽易な内科と
小児科の診療

 

 

五條市応急診療所
☎２４・００９９ 

本町３丁目１－１３

土・日・祝日
※受付午後11時30分まで

午後６時～午前０時

休日夜間は応急診療所
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こそだてひろば

　

ダ
メ
な
行
動
を
し
た
時
は
、

そ
の
場
で
伝
え
て
、
く
ど
く

ど
怒
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

次
に
同
じ
行
動
を
し
な
か

っ
た
と
き
は
、
ほ
め
て
あ
げ

る
の
を
わ
す
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。



たとえば…

なんでそんな

ことするの！

～した
ら

だめで
しょ!

!

ほ
め
る
こ
と
が
難

し
け
れ
ば
、
た
だ

そ
の
行
動
を
認
め

て
、
こ
と
ば
に
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

子
育
て
の
相
談
は
カ
ル
ム
五
條
母
子
保
健
係
に
気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
本
庁
（
内
線
２
８
９
）

な
ん
で
・
ど
う
し
て

も
っ
と
上
手
に
説
明

で
き
た
ら
い
い
ん
だ
け
ど

こ
と
ば
で
上
手
に
説
明

　
　

で
き
な
い
の
で
す
。

で
も
、
褒
め
る
っ
て

言
っ
て
も
悪
さ
ば
か
り…

ど
こ
を
ほ
め
る
の
？

テ
レ
ビ
を
離
れ
て

見
て
い
た
ら

離離
れ
て
見
れ
て

え
ら
い
ね
ー
。

そ
の
場
で

ほ
め
る

友
達
に
お
も
ち
ゃ
を

貸
す
こ
と
が
で
き
た
ら

よ
く
が
ま
ん

　
　

し
た
ね

気持ちを代弁してもらうと
　　　　落ち着くのです。

靴
を
は
い
て
い
る
、

た
だ
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
で
も

く
っ
く

は
け
た
ね
！

STOP児童虐待

ま
ん
が 

こ
そ
だ
て
一
年
生 

⑤

『
最
近
ガ
ミ
ガ
ミ
お
こ
っ
て
ば
か
り…

　
　
　
　
　
　
　

そ
ん
な
と
き
は
』
の
巻

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
に

各
種
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、

次
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
に

は
所
得
制
限
等
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
児
童
福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

中
学
校
修
了
前
の
児
童

（
15
歳
到
達
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童
）
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
あ
て

は
ま
る
児
童（※

）を
監
護
し
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

▼
父
母
が
婚
姻
解
消（
離
婚
等
）し
た

児
童

▼
父（
母
）が
死
亡
し
た
児
童

▼
父（
母
）が
一
定
の
障
害
の
状
態
に

あ
る
児
童

▼
父（
母
）の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

▼
父（
母
）か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
児
童

▼
父（
母
）が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
た
児
童

▼
父（
母
）が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

▼
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児

童
▼
父
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童

児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
心
身
に
中

度
以
上
の
障
害
を
持
つ
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当

特
別
児
童

扶
養
手
当

■
問
合
先

▼
児
童
福
祉
課

　

本
庁（
内
線
３
６
６
）

▼
西
吉
野
支
所

▼
大
塔
支
所

※

18
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
。（
心
身
に
中

度
ま
た
は
重
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）

一
度
視
点
を
変
え
て

「
ほ
め
て
」み
ま
せ
ん
か

i
広
報
紙

ス
マ
ホ
用
広
報
紙
閲
覧
ア
プ
リ

　

i
広
報
紙
は
、
こ
の
「
広
報
五
條
」

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
閲
覧
で
き
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
で
エ
コ
な
広
報
紙
、「
i
広
報

紙
」
を
皆
さ
ん
も
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
こ
ち
ら

ス
マ
ホ
で
広
報

ど
こ
で
も

い
つ
で
も

10こそだてひろば



離

保
険
課
の

     

な
各
種
ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

五
條
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
皆
さ
ん
が
病
気
を
予
防
・
早

期
発
見
し
て
元
気
に
毎
日
を
送
れ
る

よ
う
、
脳
ド
ッ
ク
、
肺
が
ん
ド
ッ
ク
、

人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。
市
か

ら
受
診
費
用
の
一
部
が
助
成
さ
れ
る

お
得
な
ド
ッ
ク
で
す
。
こ
の
機
会
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

▼
４
月
１
日
現
在
か
ら
ド
ッ
ク
受
診

日
ま
で
継
続
し
て
五
條
市
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
人
は
対
象

外
）

▼
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯

▼
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で
満
35

歳
以
上
75
歳
未
満
の
人

※

該
当
す
る
世
帯
に
は
５
月
上
旬
に
案
内
を

送
り
ま
す
。

※

定
員
が
あ
り
ま
す
。先
着
順
で
す
の
で
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

申
込
で
き
る
の
は
各
種
ド
ッ
ク
の
う
ち
、い

ず
れ
か
１
つ
で
す
。

※

特
定
健
診
を
受
け
た
後
、人
間
ド
ッ
ク
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

※

昨
年
申
込
を
し
て
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、

今
回
申
込
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
得

■
問
合
先　

保
険
課

　

本
庁
（
内
線
３
６
７
）

後
期
高
齢
者
医
療
の

健
康
診
査
・
人
間
ド
ッ
ク

　

健
康
診
査

■
実
施
期
間　

平
成
28
年
１

月
30
日（
土
）ま
で

■
費
用

　

本
人
負
担
額
５
０
０
円

■
受
診
方
法　

対
象
者
に
受

診
券
等
を
郵
送
し
ま
す
。

健
康
診
査
実
施
機
関
に
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
健
診
内
容

　

問
診
、
触
診
、
身
体
計
測
、

血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、

尿
検
査
、
心
電
図
検
査
、

貧
血
検
査
（
必
要
に
応
じ

て
眼
底
検
査
）

※

大
腸
が
ん
検
診
を
希
望
す

る
場
合
は
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
内
線
２
８
８
）
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
健

康
診
査
と
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
合
先　

保
険
課

　

本
庁
（
内
線
３
９
３
）

    

人
間
ド
ッ
ク

■
受
付
日
・
場
所

▼
５
月
22
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

市
民
会
館
、
各
支
所

▼
５
月
25
日
（
月
）
以
降

　

市
役
所
保
険
課
、
各
支
所

■
実
施
期
間

　

６
月
１
日
（
月
）
〜

　

平
成
28
年
１
月
30
日
（
土
）

■
定
員　

40
人

■
費
用

　

本
人
負
担
額 

８
５
０
０
円

  

（
市
か
ら
２
７
５
０
０
円
が
補

助
さ
れ
ま
す
）

■
受
付
時
に
必
要
な
も
の

①
健
康
診
査
受
診
券

②
質
問
票（
郵
送
さ
れ
た
も
の
）

③
保
険
証

※

健
康
診
査
と
人
間
ド
ッ
ク
の
両
方
を
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

12
月
１
日
以
降
に
資
格
を
得
る
人
は
次
年
度
か
ら
対
象
で
す
。

9,000 円
（検査料 31,300 円のうち、
市が 22,300 円負担します）

9,000 円
（検査料 36,000 円のうち、
市が 27,000 円負担します）

11,000 円
（検査料 34,800 ～ 39,960
円のうち、市が 23,800 ～
28,960 円負担します）

 

 脳ドック 肺がんドック 人間ドック 

健診期間 
6月 1日（月）～ 
平成 28年 3月 31日（木） 

6月 1日（月）～ 
9月 30日（水） 

6月 1日（月）～ 
平成 28年 1月 30日（土） 

本人負担額 

医療機関 
／定員
／受診日

 

▼県立五條病院 
 ／100人／毎週火曜日 
▼町立大淀病院 
 ／50人／毎週水曜日 
▼済生会御所病院 
 ／50人／受診者が予約 
▼橋本市民病院 
 ／50人／受付時に決定 

▼県立五條病院 
／35人／毎週水曜日 

▼市内の医療機関 
／230人／受診者が予約 

受付日 
／場所 

▼５月１９日（火） 
 市民会館 1階ロビー 
▼５月２０日（水）以降 
 保険課窓口 
※西吉野支所、大塔支所  
 ５月１９日（火）～ 
 ６月３０日（火） 

▼５月２２日（金）市民会館１階ロビー、
▼５月２５日（月）以降 保険課窓口 
※西吉野支所、大塔支所 
 ５月２２日（金）～６月３０日（火） 

受付時間 午前 8時 30分～午後 3時 

申込方法 
▼保険証と案内状を持参して、各受付日に申し込んでください。 
▼４０歳以上の人は特定健診の受診券および質問票も持参してください。 
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近
年
、
高
齢
化
や
人
口
の
減
少
で

農
業
の
担
い
手
が
不
足
し
、
水
路
・

農
道
等
の
地
域
資
源
の
維
持
管
理
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
」
は
、
法
律

に
基
づ
い
て
、
地
域
や
農
業
者
の
組

①農地維持支払
　農業者等が組織で取り組む農業の多面的機能を
支える活動。
▼水路の泥上げや農道の路面維持等の活動
▼農村の構造変化に対応した体制の拡充・強化等

②資源向上支払
　地域住民を含む組織が取り組む地域資源の質を
向上させる活動や、施設の長寿命化のための活動
▼水路、農道等の軽微な補修
▼植栽による景観形成等の農村環境の保全

交付金の対象となる活動

▼提出書類
　①活動する組織の規約　②活動組織規約同意書　
③事業計画認定申請書　④事業計画書
　⑤活動計画書　　　　　⑥工事に関する確認書
　　※その他必要書類は問い合わせてください。

アライグマ捕獲従事者講習会
ア
ラ
イ
グ
マ

捕
獲
従
事
者

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　

野
生
動
物
を
捕
獲
す
る
に
は
狩
猟

免
許
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
五
條

市
で
は
所
定
の
講
習
会
を
受
け
、
国

の
承
認
を
受
け
れ
ば
、
ア
ラ
イ
グ
マ

に
限
り
捕
獲
で
き
ま
す
。
講
習
会
は

年
に
１
回
開
催
し
ま
す
。
被
害
で
困

っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
こ
の
機
会
に
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
22
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
１
０
０
人

■
承
認
の
有
効
期
限　

３
年
間

■
内
容

▼
防
除
実
施
計
画
お
よ
び
捕
獲
に
関

す
る
注
意
事
項
の
説
明

▼
箱
わ
な
を
使
用
し
た
ア
ラ
イ
グ
マ

の
捕
獲
方
法

■
受
講
料　

無
料
（
当
日
捕
獲
従
事

者
証
を
交
付
し
ま
す
）

■
申
込
締
切　

５
月
18
日
（
月
）

■
申
込
・
問
合
先

　

農
林
政
策
課
鳥
獣
対
策
係

　

本
庁
（
内
線
２
８
４
）

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

農
業
の
機
能
を
守
る

　

活
動
を
サ
ポ
ー
ト

水
路
・
農
道
の
補
修
や
維
持
管
理
な
ど

■
申
請
・
問
合
先

　

農
林
政
策
課

　

本
庁
（
内
線
２
７
２
）

織
で
取
り
組
む
次
の
よ
う
な
農
業
・

農
村
の
機
能
を
守
る
活
動
や
、
営
農

の
継
続
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
申
請
締
切　

６
月
30
日
（
火
）

※

詳
し
く
は
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

多面的機能支払交付金

12くらしのメモ



介護保険料の改正
65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

介
護
保
険
料
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

保
険
料
の
決
ま
り
方

　

介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見
直

し
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
か

ら
の
65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
介
護
保

険
料
は
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
介
護
保
険
料
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
な
ど
か

ら
算
出
さ
れ
た「
基
準
額
」を
も
と
に
、

世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

平成２７年度の五條市の「基準額」は、
年額７１，４００円（月額５，９５０円）です。

■
問
合
先　

介
護
福
祉
課

　

本
庁
（
内
線
４
０
０
）

保
険
料
の
納
め
方

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上

年
金
が
年
額
18
万
円
未
満

年
金
か
ら
天
引
き

　
　
（
特
別
徴
収
）

⇒

納
付
書
等
で
納
め
る

　
　
　
（
普
通
徴
収
）

⇒

※
詳
し
く
は
７
月
初
旬
に
郵
送
さ
れ
る
書
類
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

所得段階 対 象 者 保険料（年額） 

第１段階 

▼生活保護を受給している人 
▼老齢福祉年金を受給していて、世帯全員
が住民税非課税の人 
▼世帯全員が住民税非課税で、前年の合計
所得金額と課税年金収入額の合計が８
０万円以下の人 

基準額×０．５０ 
＝３５，７００円 

第２段階 
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所
得金額と課税年金収入額の合計が１２０
万円以下の人 

基準額×０．７０ 
＝４９，９８０円 

第３段階 
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所
得金額と課税年金収入額の合計が１２０
万円を超える人 

基準額×０．７５ 
＝５３，５５０円 

第４段階 

世帯の誰かに住民税が課税されているが、
本人は住民税非課税で前年の合計所得金
額と課税年金収入額の合計が８０万円以
下の人 

基準額×０．９０ 
＝６４，２６０円 

第５段階 
世帯の誰かに住民税が課税されているが、
本人は住民税非課税で第４段階に該当し
ない人 

基準額×１．００ 
＝７１，４００円 

第６段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額
が１２０万円未満の人 

基準額×１．２０ 
＝８５，６８０円 

第７段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額
が１２０万円以上１９０万円未満の人 

基準額×１．３０ 
＝９２，８２０円 

第８段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額
が１９０万円以上２９０万円未満の人 

基準額×１．５０ 
＝１０７，１００円 

第９段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額
が２９０万円以上４００万円未満の人 

基準額×１．６０ 
＝１１４，２４０円 

第 10段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額
が４００万円以上６００万円未満の人 

基準額×１．７５ 
＝１２４，９５０円 

第 11段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額
が６００万円以上８００万円未満の人 

基準額×１．８０ 
＝１２８，５２０円 

第 12段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額
が８００万円以上の人 

基準額×２．００ 
＝１４２，８００円 

消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例

ケ
ー
ス 

⑦

電
話
で
勧
誘
さ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
契
約

　

大
手
の
回
線
会
社
関
連
ら
し

い
業
者
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
。「
乗
換
え
ま
せ
ん
か
」
と

言
わ
れ
た
が
、
よ
く
わ
か
ら
な

い
の
で
断
っ
た
。
最
近
、
違
う

業
者
か
ら
も
同
じ
よ
う
な
電
話

が
あ
る
。

　
　
　

  

助
言

　

今
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
解
約
す

る
場
合
、解
約
料
が
必
要
で
す
。

そ
れ
を
知
ら
な
い
ま
ま
新
た
な

契
約
を
し
て
し
ま
い
、や
は
り
や

め
た
い
と
な
る
と
こ
ち
ら
も
解

約
料
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

社
名
を
名
乗
ら
ず
、メ
リ
ッ
ト
だ

け
を
説
明
す
る
業
者
も
見
ら
れ

ま
す
。か
か
っ
て
き
た
電
話
だ
け

で
契
約
せ
ず
、じ
っ
く
り
検
討
し

ま
し
ょ
う
。困
っ
た
と
き
は
相
談

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

し
つ
こ
さ
に
負
け
ず
、
わ
か
ら

な
け
れ
ば
断
わ
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

本
庁（
内
線
３
８
６
）

　
（
毎
週
月
・
木
曜
日
に
変
更
に

　

  

な
り
ま
し
た
。 

10
時
〜
15
時
）

消費生活相談

 足腰元気塾 ステップアップ運動教室 

内 容 
椅子に座った状態でもで
きる簡単な運動を理学療
法士が紹介します。 

高さ１０センチ程度の台を
使い音楽に合わせて運動し
ます。 

開催日 ６月から毎月１回、第２金曜日（全10回）  

時 間 午前 10時～11時 30分 午後１時 30分～３時 

対象者 概ね 75歳以上の人 概ね 65歳以上の人 

　

運
動
を
す
る
こ
と
で
、
寝
た

き
り
や
認
知
症
、
転
倒
骨
折
を

予
防
し
ま
せ
ん
か
。
皆
で
楽
し

く
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

楽
し
い
運
動
で
足
腰
を
元
気
に

高
齢
者
運
動
教
室

介護予防教室
■
定
員　

各
教
室
12
人

※

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
な
い
人
が
対
象
で
す
。

■
場
所　

老
人
憩
い
の
家

■
申
込
締
切

　

５
月
20
日
（
水
）

※

送
迎
は
申
し
込
み
の
際
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

本
庁
（
内
線
３
０
９
）

※

口
座
振
替
で
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
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　　Hello Gojo, once again I’d like to talk to you 
about one of the biggest events in the 
Philippines. This event is called “Holy Week.” 
　　Holy Week is the biggest religious event for 
Roman Catholics in the Philippines. It is the 
week preceding Easter, and the final week of 
Lent. From Maundy Thursday to Saturday all 
businesses are usually closed, because people 
go back to their hometown to participate in the 
event. During this time, people visit church, 
read the passions, fast, and take part in town 
processions and other religious ceremonies.
　　After the holy celebration is over, Filipinos 
are busy visiting friends or relatives. A lot of 
families or groups of friends have a barbeque 
party on the beach to celebrate their last 2 days 
of the Holy week. This kind of gathering was 
very fun for me when I was in the Philippines. I 
just loved to sit or lie down in the shade of the 
nipa hut while talking to my family or looking at 
the people frolicking around. Recently people 
have even brought karaoke boxes to the beach. I 
think this is both funny and interesting. 
　　I’m looking forward to visiting my 
hometown during this time.

　　五條の皆さんこんにちは。今回はもう一度、フ
ィリピンの大きな行事の一つについてお話ししたい
と思います。それは「聖週間（Holy Week）と呼ばれ
る期間です。
　聖週間は、フィリピンのローマ・カトリック教徒
にとって最も大きな宗教行事で、四旬節（Lent）の
最後の復活祭（Easter）の前日までの一週間を指しま
す。（2015年は3月29日～4月4日）洗足木曜日
（Maundy Thursday）から土曜日までの三日間は、
たいていの仕事は休みで人々は行事に参加するため
故郷に帰ります。その時期、人々は教会に行ったり、
キリストの受難の物語を読んだり、断食をしたり、
町中を歩く行列や宗教的儀式に参加したりします。
　このような神聖な儀式が終わると、フィリピンの
人々は友人や親類を訪れるのに忙しくなります。多
くの家族や友達が集まって、ビーチでバーベキュ
ー・パーティをして聖週間の最後の二日を祝います。
このような集まりは、私がフィリピンにいた頃とて
も楽しかったです。家族と話したり、人々が陽気に
騒ぐのを見たり、ニパ・ハット（nipa hut,ヤシの木
を使って建てられた小屋）の陰で座ったり寝転んだ
りするのが大好きでした。最近では、ビーチに大き
なカラオケのセットを持ち込む人もいます。私はそ
の光景がおもしろく、そしてとても興味深いと思い
ます。
　私は聖週間の時期に故郷に帰るのを今から楽しみ
にしています。

“Holy Week” in the Philippines フィリピンの「聖週間」

““look  forward  to  ～ing”” 

～するのを楽しみにしている




五
條
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

こ
れ
か
ら
の
五
條
の
教
育
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　

文
部
科
学
省
や
大
学
な
ど
か
ら
関
係
者
を
招
き
、
こ
れ

か
ら
の
五
條
の
教
育
に
つ
い
て
考
え
る「
五
條
市
教
育
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

5月20日（水）13時30分～16時50分
市民会館 ※入場無料

▼１３時３０分～　開会
▼１３時４０分～　岩岡寛人氏（文部科学省）講話
▼１４時５０分～　子どもたちの意見発表
　～市内の小・中学校の児童生徒による発表～
▼１５時１５分～　シンポジウム
　～これからの五條市の教育の行方を考える～
  （コーディネーター）
　重松 敬一氏 （奈良教育大学名誉教授）
  （シンポジスト）
　岩岡 寛人氏 （文部科学省）
　小柳 和喜雄氏 （奈良教育大学教職大学院教授）
　元根 朋美氏 （帝塚山大学現代生活学部准教授）
　田中 郁子氏 （㈱柿の葉すし本舗たなか社長）
　土田 博敏氏 （五條市校園長会会長）

■
問
合
先　

教
育
総
務
課　

本
庁（
内
線
８
１
５
）

五條
の教
育を

一緒
に考
えま
しょ
う

文部科学省初等中等教育局
教育制度改革室義務教育改革係長

岩岡 寛人氏

英語
コミュニケーション

国
際
交

流

E
x

c
h

a
ng

e

In
tern

a
t
io

n
a
l

英語
コミュ

ニケー
ション

“

第 73回

こんに
ちは、　

谷 ロー
シダイ

トです

教育について考えよう

14くらしのメモ



図書館
ホームページ

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

■
問
合
先　

市
立
図
書
館

☎
２
２
・
４
１
３
３
（
水
曜
休
館
）

『
え
ほ
ん
の
と
び
ら
』

　

５
月
９
日
（
土
）

　

14
時
〜
14
時
30
分

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

『
お
は
な
し
会
』

　

５
月
24
日
（
日
）

　

14
時
〜
14
時
30
分

　

３
歳
〜
小
学
生
対
象

新
刊
本
棚

５ 月

　

相
続
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す

る
「
生
前
会
議
」
。
準
備
か

ら
会
議
を
開
く
た
め
の
方
法
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
き

の
対
処
法
ま
で
を
説
明
。
相

続
税
の
改
正
に
も
対
応
。

リ
ン
・
ケ
リ
ー
／
作

鈴
木
出
版

五
十
嵐　

明
彦
／
監

K
A
D
O
K
A
W
A

熱
病
に
か
か
っ
た
妹
の
治

療
費
を
稼
ぐ
た
め
サ
ー
カ

ス
で
働
く
ぼ
く
は
、
捕
ら

え
ら
れ
た
子
象
の
ナ
ン
デ

ィ
タ
と
出
会
う…

。
象
と

少
年
の
絆
の
も
の
が
た
り
。

又
吉 

直
樹
／
著

文
藝
春
秋

火花
世界に冠たる
中小企業

黒
崎 

誠
／
著

講
談
社

面白くて眠れなくなる
数学ファイナル
桜
井 

進
／
著

P
H
P
研
究
所

相続で家族がもめないための
「生前会議」の開き方

ぼくと象の
ものがたり

マララとイクバル
パキスタンの
ゆうかんな子どもたち
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
／
作

岩
崎
書
店

これって
どうちがうの！？

勝てる！強くなる！
強豪校の部活練習メニュー
野球

深
谷 

圭
助
／
監

フ
レ
ー
ベ
ル
館

寺
崎 

裕
紀
／
監

金
の
星
社

図
書
館
司
書

　

お
ス
ス
メ

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

すーくん
五條市立図書館c

野
外
図
書
館

す
ー
く
ん
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

『
五
條
』
を
学
ぶ
、
知
る
、
伝
え
る

　

他
校
の
友
だ
ち
と
交
流
し
な

が
ら
工
場
見
学
や
歴
史
散
策
を

行
い
、
図
書
館
で
調
べ
て
学
習

し
よ
う
。

▼
毎
月
一
回
、
日
曜
日
に
開
催

▼
市
内
の
小
学
３
〜
６
年
生

　

（
先
着
10
人
）

図
書
の「
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」

　
　
　
　
　

は
じ
め
ま
す

障
害
の
あ
る
皆
さ
ん
に

　

肢
体
不
自
由
１
級
〜
３
級
お

よ
び
内
部
障
害
１
級
〜
３
級
の

身
体
障
害
者
手
帳
の
あ
る
人
で
、

家
族
の
来
館
が
で
き
な
い
人
に
、

図
書
を
宅
配
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
ま
す
。
詳
し
く
は
図
書
館

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

３
月
22
日
（
第
４
日
曜
日
）

に
持
ち
込
み
ご
み
の
特
別
点
検

を
実
施
し
ま
し
た
。
持
ち
込
ま

れ
た
ご
み
の
内
容
、
出
所
を
聞

き
取
り
・
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
随
時
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

時
間
外
に
持
ち
込
ま
れ
た
ご
み

が
、
カ
ラ
ス
や
猫
に
荒
ら
さ
れ
て

散
乱
す
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
収
集

コ
ン
テ
ナ
を
撤
去
し
て
持
ち
込
み

時
間
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
時
間
外
に
ご
み
が
置
か
れ

た
場
合
、
内
容
物
を
検
査
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

時間外に置かれ、カラスに荒らされたごみ。

特別点検のようす。

図書館

み
ど
り
園
だ
よ
り 

④

持
ち
込
ま
れ
る
ご
み

点
検
実
施
中
で
す
！

みどり園
持
ち
込
み
時
間
を

守
り
ま
し
ょ
う
！

▼
指
定
袋
の
ご
み
受
け
入
れ
日
時

　

平
日
と
第
４
日
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

！
■
問
合
先　

み
ど
り
園

☎
２
４
・
４
１
１
１
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平
成
27
年
３
月
議
会
で
、
平
成

27
年
度
五
條
市
当
初
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

４
月
に
市
長
選
挙
を
控
え
て
い
た

た
め
、
新
規
事
業
や
政
策
的
な
経

費
を
極
力
抑
え
た
い
わ
ゆ
る
「
骨

格
予
算
」
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

当
初
予
算
に
無
い
新
規
事
業
等
の

予
算
は
、
今
後
、
再
度
検
討
・
精

査
し
た
う
え
で
、
補
正
予
算
等
に

計
上
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
規
ま
た
は
政
策
的
な
事

業
で
も
、
す
で
に
準
備
が
進
め
ら

れ
て
き
た
も
の
や
、
国
や
県
、
そ

の
他
関
係
諸
団
体
と
の
関
係
か
ら

不
都
合
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
す

べ
き
も
の
な
ど
は
当
初
予
算
に
計

上
し
ま
し
た
。

▼一般会計歳入予算

▼歳入予算の構成比

市 税
(15.7%)

分担金
及び負担金 (3.1%)

使用料
及び手数料 (1.8%)

諸収入等 (0.7%)

交付金等 (4.4%)

国庫支出金 (9.0%)

県支出金 (6.5%)

市債
(18.1%)

地方
交付税
(38.7%)

一般会計
歳入予算

繰入金 (2.0%)

国や金融機関からの借入金

五
條條
市
当
初
予
算
を

　

お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
27
年
度

市民税
(41.0%)

固定
資産税(46.5%)

軽自動車税
(3.1%)

市たばこ税
(5.6%) 都市計画税(3.8%)

市税の
内訳

■
問
合
先

　

財
政
課

　

本
庁（
内
線
２
１
２
）

平
成
27
年
度

　

予
算
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金

や
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

な
ど
が
ど
れ
だ
け
入
っ
て
き

て
、
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
る
か

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

一
般
会
計
の
当
初
予
算
総
額

は
、
１
９
３
億
８
千
万
円
で
、

前
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ

９
億
６
千
万
円
、
５
．
２
％

増
加
し
て
い
ま
す
。「
骨
格
予

算
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
大
き
く
増
加
し
た
の
は
、

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
南
和

地
域
公
立
病
院
新
体
制
整
備

事
業
と
広
域
ご
み
処
理
施
設

▼市税の内訳

整
備
事
業
の
平
成
27
年
度
事
業

費
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
が

主
な
要
因
で
す
。

区    分 
平成 27年度 

当初予算 

対前年度

増減率 

市税  30 億 4,387 万円 △3.8 

繰入金 3 億 8,000 万円 △21.1 

分担金及び負担金   5 億 9,292 万円 △7.2 

使用料及び手数料   3 億 5,299 万円 △0.3 

諸収入等   1 億 4,564 万円 △34.3 

交付金等 8 億 5,150 万円 27.6 

国庫支出金 17 億 4,396 万円 △19.2 

県支出金 12 億 5,882 万円 7.9 

市債 35 億 1,030 万円 69.9 

地方交付税 75 億円      0.0 

合      計 193 億 8,000 万円 5.2 

区   分  
平成 27 年度 

当初予算 

平成 26 年度 

当初予算

対前年度

増減率

市 民 税 12億 4,751万円 12 億 9,678万円 △3.8 

うち個人市民税 10億 6,450万円 10億 9,800万円 △3.1  

 うち法人市民税 1 億 8,301万円 1億 9,878万円 △7.9 

固定資産税 14億 1,676万円 14 億 7,401 万円 △3.9 

軽自動車税 9,300万円 9,230 万円 0.8 

市たばこ税 1 億 6,990万円 1 億7,700万円 △4.0 

都市計画税 1 億 1,670万円 1 億2,420万円 △6.0 

合  計 30億 4,387万円 31 億6,429万円 △3.8 
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▼一般会計歳出予算（性質別）

▼歳出予算の構成比（性質別）

條

　

特
別
会
計
で
は
、
独
立
採
算
性
の
原
則
及
び
収

支
の
健
全
化
を
重
視
し
、
経
営
の
合
理
化
、
効
率

性
と
自
己
財
源
の
確
保
を
図
り
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
を
可
能
な
限
り
圧
縮
す
る
よ
う
取
り
組

み
ま
し
た
。
な
お
、
特
別
会
計
全
体
で
は
、
平
成

26
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
６
億
１
千
万
円
、

率
に
し
て
５
．
８
％
の
増
。
ま
た
、
水
道
事
業
会

計
で
は
、
２
億
７
２
４
６
万
円
、
１
８
．
９
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

▼
各
会
計
別
予
算
の
ま
と
め

一般会計
歳出予算
（性質別）

人件費
(14.8%)

公債費
(14.9%)

扶助費
(14.5%)

普通建設事業費(6.0%)

物件費
(14.2%)

補助費等(20.0%)

繰出金
(14.9%)

災害復旧事業費(0.2%)

その他(0.5%)

他の会計に
渡す財源

業務に必要な物品
等の調達費用など

職員給与、議員報酬など

借入金の返済

道路、公園、建物
の整備など

福祉・医療の
給付金など

▼小規模住宅地区改良事業
　1億 6063 万円
　紀伊半島大水害の住宅被災者の改良住宅

建設など、大塔地域の復旧復興事業。

▼自衛隊誘致関連経費
209 万円

　自衛隊駐屯地誘致に向けた事業経費

▼子ども医療費の助成
　1470 万円
　小学生の入院・通院、中学生の入院の医

療費助成。

▼放課後児童健全育成事業
　3853 万円
　27年度から本町・田園地区に学童保育
所を新設。子どもたちの健全育成を図る。

▼南和地域公立病院新体制整備事業
（南和広域医療組合負担金）
　14億 9412 万円
　救急病院、地域医療センターの整備など

にかかる南和地域の広域医療組合負担金。

▼広域ごみ処理施設整備事業（やまと
広域環境衛生事務組合負担金）
　6億 7642 万円
　２市・1町による新ごみ処理施設整備に

かかる広域事務組合負担金

▼地域公共交通対策事業
　9814 万円
　公共交通空白地帯を解消し、交通弱者の

移動手段を確保。

▼（仮称）五條病院周辺地区まちづくり
基本構想策定支援業務委託
　500 万円
　県と市の包括協定に基づき五條病院周辺

地区のまちづくりの基本構想を策定。

▼五條中心市街地地区まちづくり基本
構想策定支援業務委託
　1000 万円
　県と市の包括協定に基づき中心市街地地
区のまちづくりの基本構想を策定。

▼五條市立地適正化計画策定に伴う調
査業務委託
　800 万円
　都市再生特別措置法に基づくまち（都市）

づくりの包括的な計画策定にかかる調査。

▼特色ある学校づくりサポート事業
　120 万円　
　地域の実態や特色を活かした、特色ある

学校づくりを支援する。

▼学校・地域パートナーシップ事業　
190 万円

　地域ぐるみで放課後活動や学校運営を支

援。地域の教育力向上を図る。

会  計  名 平成 27年度 
当初予算 

対前年度
増減率

 

一 般 会 計 19億 3,800万円 5.2% 

国民健康保険 52億 100万円 12.6% 
簡易水道 5億 4,340万円 15.4% 

下水道事業 11億 4,290万円 1.0% 
墓地事業 330万円 0.0% 

介護保険 37億 4,850万円 △ 1.2% 
大塔診療所 5,190万円 △ 1.3% 

農業集落排水事業 470万円 9.3% 
後期高齢者医療 4億 2,910万円 △ 2.3% 

特  

別  

会  

計 

小      計 111億 2,480万円 5.8% 
水道事業会計（企業会計） 11億 6,844万円 △18.9% 

合      計 316億 7,324万円 4.3% 

区分 
平成 27年度 
当初予算額 

対前年度 
増減率  

人件費  28億7,955万円 1.3% 
公債費  29億8,930万円 △3.1% 

義務的 
経費 

扶助費  28 億 388万円 1.6% 
普通建設事業費  11億6,926万円 △41.6% 投資的 

経費 災害復旧事業費 4,201万円 △33.1% 
物件費  27億4,685万円 △1.1% 
繰出金  28億8,063万円 1.4% 
補助費等  38億7,770万円 102.8% 

その他
の 
経費 

その他 9,082万円 △63.1% 
合　　　計 193億8,000万円 5.2% 

議会費 1 億 6,794 万円

総務費 17 億 8,060 万円

民生費 55 億 6,309 万円

衛生費 37 億 9,833 万円農林業費 9 億 7,937 万円

商工費 2億 2,826 万円

土木費 16 億 5,022 万円

消防費 10 億 1,845 万円

教育費 12 億 4,243 万円

災害復旧費 4,201 万円

公債費 28 億 8,930 万円

予備費 2,000 万円

一般会計
歳出予算
（目的別）

▼歳出予算の構成比（目的別）

維持補修費・予備費など
各種負担金・補助金・
報償費など
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さ
れ
、
金
色
の
包
み
を
開
く
と
一
枚
ず

つ
に
そ
れ
を
も
ら
っ
た
人
の
名
前
が
あ

り
ま
し
た
。
「
水
天
宮
（
東
京
）
の
お

守
り
に
は
五
つ
の
不
思
議
な
文
字
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
文
字
を
水
で
飲

み
こ
む
と
病
気
が
良
く
な
っ
た
り
、
お

産
が
軽
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

加
太
神
社
（
和
歌
山
県
）
の
小
さ
な
流

し
雛
は
、
紙
に
包
ま
れ
て
い
て
病
気
平

癒
の
た
め
に
持
ち
歩
い
て
い
た
よ
う
で

す
。
ほ
か
に
八
辻
の
米
（
愛
媛
県
）
、

知
立
神
社
の
お
札
（
愛
知
県
）
、
塩
竃

神
社
（
宮
城
県
）
の
お
守
り
な
ど
、
全

国
か
ら
集
め
ら
れ
た
お
守
り
類
が
あ
り

ま
す
。
五
條
市
の
地
福
寺
（
久
留
野

町
）
は
真
言
宗
の
寺
院
で
す
が
、
お
守

り
に
は
、
星
の
よ
う
な
形
が
記
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
地
福
寺
は
か
つ
て
は
金
剛

山
行
者
坊
と
い
う
名
で
、
金
剛
山
信
仰

の
中
心
的
な
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

地
福
寺
で
は
明
治
５
年
か
ら
欠
か
さ
ず

毎
年
７
月
７
日
に
蓮
華
祭
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
藤
岡
家
住
宅
「
た
な

ば
た
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
後
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
と
蓮
華
祭
を
見
学
に
行
き
ま
す
。

　

（
文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村
優
理 

毎週月曜日休館（月曜が祝日の場合は翌日） 入館料（大人３００円、小人２００円）　■藤岡家住宅　☎22・４013（近内町５２６）
　

高
野
山
に
関
係
す
る
資
料
を
内
蔵
二

階
に
展
示
し
て
い
ま
す
が
、
高
野
山
関

係
以
外
の
お
守
り
30
種
類
、
１
３
５
点

も
内
蔵
の
一
階
に
展
示
中
で
す
。
展
示

ケ
ー
ス
に
入
り
切
れ
な
か
っ
た
も
の
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
藤
岡
家
は
薬
商

を
営
ん
で
い
た
た
め
、
健
康
や
病
気
平

癒
を
祈
る
お
守
り
類
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

特
に
天
台
宗
総
本
山
三
井
寺
の
財
林
坊

（
滋
賀
県
）
疱
瘡
（
天
然
痘
）
の
お
守

り
な
ど
「
ほ
う
そ
う
守
り
」
と
記
さ
れ

た
物
が
最
も
多
く
、
江
戸
時
代
の
人
々

が
そ
の
感
染
率
と
致
死
率
の
高
さ
の
た

め
に
天
然
痘
を
恐
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
「
和
州
信
貴
山
焼
米
炭
」

と
書
か
れ
た
信
貴
山
奥
之
院
の
焼
き
米

は
、
聖
徳
太
子
が
毘
沙
門
天
の
霊
力
に

よ
っ
て
授
か
っ
た
米
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
時
宗
本
山
清
浄
光
寺
（
神

奈
川
県
）
歴
代
の
遊
行
上
人
が
手
渡
し

た
と
い
う
「
決
定
往
生
六
十
万
人
」
の

お
札
は
５
枚
。
藤
沢
は
富
士
沢
と
表
記

見取り図案内其の七十七

高野への道（三） 〜庶民の祈りを支えた種々のお守り〜

◎展示案内
▼高野への道
　６月26日まで

▼武者人形と武者のぼり
　６月５日まで
◎イベント案内　
▼ムジークフェストなら2015
　６月２４日（金）　

　ソプラノ岡田由美子コンサー

ト～児童文学者川村優理氏と

訪ねる与謝野晶子の愛～

ざ
い
り
ん
ぼ
う

わ
し
ゅ
う
し
ぎ
さ
ん
や
き
ご
め
す
み

し
ょ
う
じ
ょ
う
こ
う
じ

ゆ
ぎ
ょ
う
し
ょ
う
に
ん

け
つ
じ
ょ
う
お
う
じ
ょ
う

「ほうそう守り」（江戸時代・三井寺）

て
ん
ね
ん
と
う

ほ
う
と
う

し
お
が
ま

6/28 (日) 午後2時～4時

　クラシックを中心に県内が音楽に包まれ
ます。家族や友人と会場にお越しください。
■会場　智辯学園中学校・高等学校講堂
■定員　先着１２００人
■申込方法　①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④年
齢 ⑤性別 ⑥参加人数（２人まで） ⑦連絡先
を記載してハガキ、ＦＡＸ、メールのいず
れかで申し込んでください。（入場無料）

■申込・問合先　ムジークフェス
トなら五條市実行委員会（奈良
新聞社事業部文化事業課）
〒630-8686　奈良市法華寺町2-4
☎ 0742・32・2115
fax0742・32・2774　
メール　bunji@nara-np.co.jp

加羽沢　美濃
（かばさわ みの）

「新・題名のない音楽会」

「名曲リサイタル」司会、

「紅白歌合戦」「トップラ

ンナー」など出演多数。現

在、NHK Eﾃﾚ「ららら♪ク

ラシック」の総合司会。

１２人のヴァイオリニスト
高嶋ちさ子提案の「観ても、聴いて
も、美しく、楽しいヴァイオリン・ア
ンサンブル」。「たけしの誰でもピカ
ソ」「徹子の部屋」など出演。

加羽沢 美濃×１２人のヴァイオリニストin五條ムジークフェストなら

18イベント案内・お知らせ



おしらせ・イベント

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
問
合
先　

企
画
政
策
課

　

本
庁
（
内
線
２
８
６
）

　
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　

個
人
の
権
利
利
益
の
侵
害
の
防
止
を

図
る
個
人
情
報
保
護
制
度
。
こ
の
制
度

は
自
己
の
個
人
情
報
の
開
示
請
求
、
誤

っ
た
情
報
の
訂
正
な
ど
の
権
利
を
保
障

す
る
も
の
で
す
。
昨
年
度
の
運
用
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
届
出
件
数　

８
５
０
件

▼
開
示
、
訂
正
、
削
除
お
よ
び
中
止
の

請
求
並
び
に
決
定
の
件
数

　

市
長
に
対
す
る
開
示
請
求
２
件

  （
全
部
開
示
が
１
件
、
一
部
開
示
が
１

件
）

※

決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

■
問
合
先　

企
画
政
策
課

　

本
庁
（
内
線
２
８
６
）

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

　
　

う
だ
・
ア
ニ
マ
ル
パ
ー
ク
見
学

■
日
時　

５
月
31
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
集
合
場
所　

中
央
公
民
館

■
行
き
先　

う
だ
・
ア
ニ
マ
ル
パ
ー

ク
動
物
学
習
館
（
宇
陀
市
）

■
定
員　

10
組（
市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
保
護
者
と
小
・
中
学
生
）

■
参
加
費　

１
人
４
０
０
円

■
申
込
方
法　

５
月
20
日
（
水
）
ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
レ
ジ

ャ
ー
シ
ー
ト

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況　

　

市
民
の
請
求
に
応
じ
て
市
が
保
有

す
る
公
文
書
を
開
示
す
る
「
情
報
公

開
」。
昨
年
度
の
請
求
件
数
お
よ
び
処

理
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
市
長
に
対
す
る
開
示
請
求
17
件

  （
全
部
開
示
７
件
、
部
分
開
示
10
件
）

▼
議
会
に
対
す
る
開
示
請
求
４
件

 （
全
部
開
示
１
件
、
部
分
開
示
２
件
、

却
下
１
件
）

▼
教
育
委
員
会
に
対
す
る
開
示
請
求

３
件

 （
全
部
開
示
２
件
、
不
開
示
１
件
）

※

決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
は
あ

■
メ
ニ
ュ
ー　

鯛
め
し
、
鯛
の
お
吸

い
物
、
お
刺
身
サ
ラ
ダ
ほ
か

■
参
加
費　

１
３
０
０
円

■
指
導
者　

足
立 

敦
子
先
生
（
料
理

研
究
家
、
A
B
C
ラ
ジ
オ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

■
申
込
方
法　

５
月
30
日
（
土
）
ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
き
ん
、

タ
オ
ル
、容
器
、ふ
き
ん
、筆
記
用
具

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

ア
ー
ト
講
座  
〜
フ
ラ
ワ
ー
タ
イ
ム
〜

　

可
愛
い
フ
ラ
ワ
ー
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ

ー
ス
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

５
月
30
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

中
川 

美
智
代
先
生
（
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
師
）

■
参
加
費　

２
３
０
０
円

■
持
ち
物　

は
さ
み
、
ニ
ッ
パ
ー
等
、

ゴ
ミ
袋
、
持
ち
帰
る
袋

■
申
込
方
法　

５
月
20
日
（
水
）
ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
２
歳
以
上

就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
、
祝
休
館
）

五
條
文
化
博
物
館

　
「
古
文
書
教
室
」
受
講
者
募
集

　

古
文
書
に
ふ
れ
て
、
昔
の
社
会
の

営
み
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
開
催
期
間　

６
月
〜
来
年
３
月

（
木
曜
日
・
計
15
回
程
度
）

■
場
所　

五
條
文
化
博
物
館

■
定
員　

先
着
７
人
程
度

■
教
材
費　

年
間
１
０
０
０
円

■
申
込
締
切　

５
月
24
日
（
日
）

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
文
化
博
物
館

☎
２
４
・
２
０
１
１

楽
し
み
な
が
ら
心
身
を
鍛
え
よ
う

　
　
　
　

空
手
教
室
参
加
者
募
集

　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
厳
し

く
、
け
い
こ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

気
軽
に
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

田
園
公
民
館

■
問
合
先　

田
園
空
手
道
教
室

☎
２
２
・
６
０
０
２

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

鯛
づ
く
し
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

■
日
時　

６
月
13
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
20
人
（
市
内
に
在
住

ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

講　

座

く
ら
し
の
メ
モ
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おしらせ・イベント
催　

し

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

■
実
施
日　

５
月
17
日
（
日
）

　

午
前
８
時
か
ら
配
車
し
ま
す
。

※

少
雨
決
行
（
予
備
日
な
し
）

※

積
み
込
み
作
業
は
自
治
会
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
家
庭
内
ゴ
ミ
な
ど

は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

下
水
道
課

　

本
庁
（
内
線
３
９
５
）

特
定
計
量
器
の
定
期
検
査

　

取
引
等
に
使
う
計
量
器
、
病
院
や

学
校
の
体
重
計
等
は
２
年
に
１
回
の

検
査
が
必
要
で
す
。
最
寄
の
検
査
場

所
で
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
運
び
で
き
な
い
も
の

　

旧
五
條
市
内
は
６
月
17
日
（
水
）、

18
日
（
木
）。
西
吉
野
町
、
大
塔

町
は
６
月
19
日
（
金
）。

■
検
査
会
場
・
日
程

▼
宗
桧
公
民
館　

６
月
22
日
（
月
）

▼
野
原
公
民
館　

６
月
23
日
（
火
）

▼
五
條
市
役
所
第
２
分
庁
舎
下

　

６
月
24
日
（
水
）、
25
日
（
木
）

■
検
査
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

■
手
数
料　

計
量
器
の
種
類
に
よ
り

１
台
５
０
０
円
〜
１
８
０
０
円

■
問
合
先　

企
業
観
光
戦
略
課

　

本
庁
（
内
線
２
１
５
）

自
動
車
税（
県
税
）の
納
期
限
は

　
　
　
　
　

６
月
１
日（
月
）ま
で

　

自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の
所

オ
ス
ト
メ
イ
ト
個
別
相
談
会
開
催

　

人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
の
悩
み
を

専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
・
場
所

▼
５
月
19
日
（
火
）
県
文
化
会
館

▼
５
月
23
日
（
土
）
県
社
会
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

　

両
日
と
も
午
前
９
時
〜
正
午

■
対
応
者　

専
門
看
護
師
等

■
相
談
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

■
問
合
先　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

奈
良
県
支
部　

☎
０
７
４
２
・
４
９
・
１
８
３
９

上
野
公
園
市
民
プ
ー
ル

　
　
　
　

今
年
も
休
止
し
ま
す

　

上
野
公
園
市
民
プ
ー
ル
は
、
施
設

の
老
朽
化
に
よ
り
利
用
者
の
安
全
確

保
が
困
難
な
状
態
で
す
の
で
、
昨
年

に
引
き
続
き
休
止
し
ま
す
。

※
上
野
公
園
で
（
仮
称
）
五
條
総
合
体
育

館
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
駐

車
場
や
公
園
の
一
部
使
用
が
制
限
さ

れ
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先　

▼
公
園
緑
地
課

　

本
庁
（
内
線
４
０
２
）

▼
上
野
公
園　

☎
２
４
・
２
５
４
９

市
街
地
一
斉
泥
上
げ
を
実
施

　

快
適
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
市

街
地
の
下
水
路
泥
上
げ
を
行
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
社
会
福
祉
課 

本
庁（
内
線
２
９
９
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
４
・
４
１
５
２

高
齢
者
も
の
わ
す
れ
相
談

　

｢

同
じ
事
を
何
度
も
聞
く｣

な
ど
と

言
わ
れ
ま
せ
ん
か
。
看
護
師
が
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
、
必
要
な
場
合
は
医

療
機
関
等
を
紹
介
し
ま
す
。
家
族
の

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
日
時　

５
月
20
日
（
水
）、
６
月

以
降
は
毎
月
第
１
水
曜
日
開
催

　

午
後
１
時
〜
４
時
（
相
談
時
間
は

１
組
45
分
間
・
要
電
話
予
約
）

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
費
用　

無
料

■
申
込
・
問
合
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
５
・
２
６
４
０

空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会
開
催

　

空
き
家
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
N
P
O
法
人

空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
セ
ミ
ナ

ー
と
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
９
日
（
土
）

▼
セ
ミ
ナ
ー　

午
後
１
時
〜
２
時

▼
相
談
会　

午
後
２
時
15
分
〜
４
時

15
分

■
場
所　

市
民
会
館

■
問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

本
庁
（
内
線
４
１
５
）

第
22
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
五
條
場
所

　

相
撲
を
通
し
て
体
と
心
を
鍛
え
る

わ
ん
ぱ
く
相
撲
。
両
国
国
技
館
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
の
予
選
も
兼
ね

た
大
会
で
す
。

■
日
時　

５
月
17
日
（
日
）

　

午
前
11
時
〜

■
会
場　

中
央
体
育
館

■
問
合
先　

五
條
青
年
会
議
所

☎
２
３
・
０
３
０
４

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in

　
　
　
　

５
万
人
の
森
公
園

　

５
万
人
の
森
公
園
で
約
80
店
舗
が

出
店
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
品
等
の
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。
食

品
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時   

５
月
５
日（
火
）、６
日（
水
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
申
込
・
問
合
先

　

指
定
管
理
者
・
ア
ス
カ
美
装
㈱

☎
２
５
・
１
６
６
２

地
域
の
よ
き
相
談
相
手

　
　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

民
生
委
員･

児
童
委
員
は
住
民
や

関
係
機
関
と
と
も
に
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

担
当
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
次

に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先 相　

談

く
ら
し
の
メ
モ
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おしらせ・イベント

■
対
象
者　

吉
野
川
か
ら
約
５
キ
ロ

以
内
に
在
住
す
る
成
人
。

■
謝
礼　

月
額
４
５
８
０
円
（
予
定
）

※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
合
先　

和
歌
山
河
川
国

道
事
務
所
河
川
管
理
課

☎
０
７
３
・
４
０
２
・
０
２
６
７

大
淀
養
護
学
校
体
験
学
習
・
見
学
会

　

体
験
学
習
・
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

◎
小
学
部
（
知
的
障
害
の
あ
る
幼
児

と
そ
の
保
護
者
等
対
象
）

▼
平
成
29
年
度
就
学  

５
月
28
日（
木
）

▼
平
成
28
年
度
就
学  

５
月
29
日（
金
）

　

両
日
と
も
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

◎
中
学
部
（
知
的
障
害
の
あ
る
小
学

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
対
象
）

　

６
月
10
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

※

教
育
相
談
も
実
施
中
で
す
。

■
問
合
先　

県
立
大
淀
養
護
学
校

☎
０
７
４
７
・
５
２
・
７
６
５
５

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

　

Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
西
吉
野
支
店
女
性
部

過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
　
　

未
納
期
間
が
あ
る
人
へ

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、申

請
時
点
の
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま

で
保
険
料
の
免
除
を
申
請
で
き
ま
す
。

※

障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、す
み
や
か
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※

所
得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
。

■
問
合
先　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

大
塔
地
区
の
し
尿
く
み
取
り

　

５
月
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

５
月
14
日（
木
）、28
日（
木
）

■
申
込
・
問
合
先（
当
日
受
付
不
可
）

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

国
土
交
通
省
で
は
河
川
を
見
守
る

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
期
間   
７
月
１
日（
水
）
〜
１
年
間

の
報
酬
額
と
期
間
で
算
出

※

配
偶
者
や
子
ど
も
が
い
る
と
一
定
額
が

加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
な
ど
で
保
険
料

が
法
定
免
除
と
な
っ
て
い
る
人
も
、納

付
申
出
制
度
で
保
険
料
を
通
常
納
付
で

き
、口
座
振
替
、前
納
に
よ
る
保
険
料
の

割
引
な
ど
、便
利
な
制
度
を
利
用
で
き

ま
す
。

■
問
合
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

外
国
人
登
録
証
明
書
を
お
持
ち
の

　
　
　

特
別
永
住
者
の
皆
さ
ん
へ

　

外
国
人
登
録
証
明
書
が
特
別
永
住

証
明
書
と
み
な
さ
れ
る
期
間
が
平
成

27
年
７
月
８
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る

方
で
、ま
だ
切
り
替
え
手
続
き
が
お

済
み
で
な
い
場
合
は
早
め
の
切
り
替

え
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
先　

市
民
課

　

本
庁（
内
線
２
６
３
）

有
者（
割
賦
販
売
な
ど
の
場
合
は
使

用
者
）に
課
税
さ
れ
ま
す
。住
所
の
変

更
や
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
所
有
者
は
運

輸
支
局
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。  

■
問
合
先　

奈
良
県
自
動
車
税
事
務

所（
自
動
車
税
第
一
課
）　

☎
０
７
４
３
・
５
１
・
０
０
８
１

障
害
が
あ
る
皆
さ
ん

　
　

障
害
年
金
を
ご
存
知
で
す
か

　

障
害
の
あ
る
人
が
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
場
合
、障
害
基
礎
年
金

や
障
害
厚
生
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。

①
初
診
日
に
年
金
に
加
入
し
て
い
る

※

初
診
日
が
20
歳
前
ま
た
は
60
歳
か
ら
65

歳
ま
で
の
年
金
未
加
入
期
間
中
の
人
は

障
害
基
礎
年
金
の
対
象
。

②
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

③
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
す

■
支
給
さ
れ
る
障
害
基
礎
年
金
額

▼
１
級
障
害　

９
７
５
１
０
０
円

▼
２
級
障
害　

７
８
０
１
０
０
円

■
支
給
さ
れ
る
障
害
厚
生
年
金
額

▼
障
害
厚
生
年
金（
年
金
額
）加
入
中

■問合先
　人権施策課　☎２５・１１３７

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

市
民
の
善
意
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　「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

〜
小
松
山
の
攻
防
〜

　

小
松
山
の
東
麓
、
国
分
村
（
現
在
の
柏

原
市
国
分
本
町
な
ど
）
に
５
日
の
夕
刻
着

陣
し
た
徳
川
軍
は
、
戦
略
上
、
目
前
の
小

松
山
を
先
に
占
拠
す
べ
き
で
し
た
が
、
先

鋒
軍
大
将
・
水
野
勝
成
の
判
断
で
山
に
は

登
ら
ず
、
国
分
村
に
て
野
営
を
し
ま
す
。

松
倉
重
政
を
は
じ
め
諸
将
は
一
致
し
て
、

小
松
山
を
前
夜
の
う
ち
に
制
し
て
お
く
べ

し
と
の
考
え
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
勝

成
は
大
軍
の
将
と
し
て
、
危
う
き
に
近
寄

ら
ず
と
考
え
た
の
か
、
そ
の
戦
略
を
採
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
遅
れ
て
着

い
た
大
坂
勢
の
後
藤
又
兵
衛
に
、
や
す
や

広報五條平成27年5⽉号 第799号  発⾏ 五條市  編集 市⻑公室企画政策課
 〒637-8501奈良県五條市本町1丁⽬1番1号 ☎0747・22・4001

五
條
の

市
の
動
き

市
の
動
き

人
口
３
２
８
９
９
人　
　
　

男
１
５
６
７
７
人　
　
　

  

女
１
７
２
２
２
人　

   　
　

世
帯
１
３
６
６
１

　
　

 

（
▲
１
１
９
）　
　
　
　
　
　

（
▲
７
７
）　
　
　
　

 　
　

 

（
▲
４
２
）　
　
　
　
　
　

   　

（
▲
１
２
）

（
３
月
31
日
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

大
坂
の
陣
と

松
倉
豊
後
守
重
政
（
そ
の
５
）

　

死
を
覚
悟
し
、

死
に
場
所
を
求
め

た
後
藤
又
兵
衛
以

下
の
武
将
は
ま
こ

と
に
強
く
、
ま
た

小
松
山
を
制
し
た

と
い
う
地
の
利
も

あ
っ
て
、
松
倉
隊

に
と
っ
て
は
厳
し

い
戦
い
と
な
り
ま

し
た
。
前
夜
の
う

し
、
片
山
（
現
在
の
柏
原
市
片
山
町
な

ど
）
の
方
向
に
進
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
の
う
ち
、
功
名
を
焦
っ
た
か
、

奥
田
忠
次
隊
が
小
松
山
に
真
っ
先
に
取

り
付
き
、
登
り
始
め
ま
し
た
。
こ
の
時
、

後
藤
隊
の
一
部
が
山
上
か
ら
一
気
に
駆

け
下
っ
て
奥
田
隊
を
突
き
崩
し
ま
す
。

こ
の
戦
闘
で
家
来
た
ち
が
次
々
戦
死
す

る
の
を
見
て
、
奥
田
忠
次
は
馬
か
ら
降

り
て
長
槍
で
戦
い
ま
し
た
が
、
自
身
も

討
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
又

兵
衛
の
指
示
で
松
倉
隊
の
側
面
を
後
藤

隊
が
急
襲
し
、
松
倉
隊
と
の
間
で
激
し

い
死
闘
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
戦

闘
で
重
政
の
家
来
も
多
数
死
傷
し
、
重

す
と
小
松
山
を
占
拠
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
後
の
戦
闘
で
、
最
終
的
に
は
後
藤
隊

を
壊
滅
に
追
い
込
み
は
し
ま
し
た
が
、
死

を
決
し
た
後
藤
隊
の
奮
戦
に
徳
川
軍
は
多

数
の
死
傷
者
を
出
し
、
戦
略
と
し
て
は
失

敗
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

戦
端
は
６
日
早
朝
、
後
藤
又
兵
衛
隊
が

小
松
山
を
占
拠
し
た
直
後
に
開
か
れ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
徳
川
軍
で
は
、
戦
場
の
最

も
近
く
に
所
領
を
持
つ
大
名
が
先
鋒
を
務

め
る
慣
わ
し
と
な
っ
て
お
り
、
松
倉
重
政

を
筆
頭
に
桑
山
元
晴
、
奥
田
忠
次
ら
の
大

和
衆
が
、
ま
さ
に
先
鋒
中
の
先
鋒
を
務
め

て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
国
分
村
の
北
端
、

大
和
川
の
土
手
に
沿
っ
て
小
松
山
を
迂
回

つ
ぐ

1世帯、月1.2kgの減量が目安。
しっかり水切り、分別を！

・ごみ量 321㌧

・目標値 306㌧

２月結果発表！

15㌧

超過

う
ち
じ
に

石川左岸から東方の小松山を望む

せ
ん

た
だ
つ
ぐ

第81回

を

歴
史を

歴
史

燃えるごみ
減量チャレンジ！

５月の
目標403㌧!

200
トン減

めざせ年間

や
え
い

小松山古戦場址碑

政
の
弟
の
重
次
は
双
眼
に
傷

を
受
け
ま
し
た
。
重
政
自
身

も
負
傷
し
窮
地
に
立
た
さ
れ

ま
し
た
が
、
家
臣
の
天
野
半

之
丞
の
活
躍
で
救
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
重
政
の
弟

の
蔵
人
も
、
翌
７
日
の
戦
闘

で
討
死
し
て
い
ま
す
。

ち
に
松
倉
ら
の
進
言
を
入
れ
て
小
松
山

を
制
し
て
お
け
ば
、
も
っ
と
違
っ
た
戦

い
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

と
、
水
野
勝
成
の
判
断
に
は
疑
問
を
呈

さ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
先
鋒
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
大
和
衆
に
と
っ
て
は
、
ま
こ

と
に
気
の
毒
な
戦
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
松
倉
ら
は
武
勇

を
示
し
、
多
数
の
首
級
を
上
げ
た
と
の

記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

〜
続
く
〜

　
　
　
　

新
町
松
倉
講 

講
元　

槇
野
久
春

ぽ
う

6 1 火

市職員の市職員の
エコエコスタイル実施中
温室効果ガス削減のため、上着・
ネクタイをはずした軽装勤務を
励行しています。

eco5/1（金）～10/31（土）

問合◎税務課徴収対策室
　　　本庁（内線260）

問合◎ 自動車税事務所
　　　☎0743・51・0081

う
か
い

５ 月 市 民 ご よ み

五條文化博物館春季特別陳列

五條猫塚

～出土品、宇智へ帰る～
　奈良国立博物館の五條猫塚古墳出

土品を里帰り展示しています。

  問合◎五條文化博物館

　　　　☎24・2011

五條市結婚相談所
  場所◎福祉センター

  問合◎児童福祉課 

　　　　本庁(内線366)

人権を確かめあう日

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談
  場所◎カルム五條

  予約◎保健福祉センター

           本庁（内線290）

税理士による

税の無料相談
  場所◎中央公民館

生活習慣病予防、禁煙など

保健師による
各種健康相談
  場所◎カルム五條

  予約◎保健福祉センター

           本庁（内線290）

年金事務所の出張年金相談
  場所◎保険課横相談室

  問合◎大和高田年金事務所

　☎0745・22・3531

ご協力をお願いします

市街地下水路
　一斉泥上げ
  問合◎下水道課

　　　  本庁（内線395）

悪質商法や多重債務など

消費生活・多重債務相談

  場所◎第２分庁舎３階

みんなとつながる
こうほうごじょう広報五條広報五條広報五條

14（木）

11（月）

9（土）、28（木）

毎週月・木

13時～16時

10時～15時

17（日）

13（水）、27（水）

8時～

13（水）
13時30分～15時30分

14（木）

１（金）～10（日）
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